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し
て
い
ま
す
が
、
母
は
要
介

護
３
の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
れ
ば
、
障
害
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

Ａ　

納
税
者
本
人
ま
た
は
納

税
者
の
控
除
対
象
配
偶
者
や

扶
養
親
族
が
、
障
害
者
に
該

当
す
れ
ば
普
通
障
害
者
は
27

万
円
、
特
別
障
害
者
は
40
万

円
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
同
居
し
て
い
る
控

除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族

が
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
配
偶
者
控
除
額

や
扶
養
控
除
額
も
割
増
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
所
得

税
・
住
民
税
が
か
な
り
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
要
介
護
認
定

者
の
障
害
者
控
除
の
取
扱
で

す
が
、
住
所
地
の
市
区
町
村

か
ら
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
要
介
護
１
ま
た
は
要
介
護

２
の
人
…
普
通
障
害
者

②
要
介
護
３
の
人
…
介
護
認

定
調
査
時
の
調
査
項
目
の
ラ

ン
ク
に
よ
り
、
普
通
障
害
者

ま
た
は
特
別
障
害
者
の
区
分

認
定
書
」の
交
付
を
受
け
、こ

の
認
定
書
を
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
か
申
告
の
際
に
提

示
す
れ
ば
、
障
害
者
控
除
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
普
通
障
害
者
と
特

別
障
害
者
の
区
分
は
要
介
護

清
家　

裕
（
税
理
士
）

ＱＱ
＆＆
ＡＡ

税税

認
定
ラ
ン
ク
で
控
除
額
変
わ
る

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

し
て
、
認
定
書
の
交
付
申
請

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定

書
の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
障

害
者
控
除
の
適
用
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
要
支
援
１
ま
た
は

要
支
援
２
の
人
は
障
害
者
に

該
当
し
ま
せ
ん
。

を
判
断

③
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護

５
の
人
…
特
別
障
害
者

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合

母
親
は
要
介
護
３
で
す
の

で
、
介
護
認
定
調
査
時
の
調

査
項
目
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ

の
国
。
そ
れ
が
嫌
だ
っ
た
ら

こ
の
国
か
ら
出
て
行
く
し
か

な
い
』
と
言
っ
た
。
苦
し
い

人
の
意
見
を
無
視
し
、
知
事

は
自
分
の
意
見
を
通
す
ば
か

り
だ
」と
訴
え
た
。

　

二
宮
氏
は
、
こ
の
30
年
間

の
社
会
保
障
縮
小
で
、「
府

民
が
行
政
か
ら
排
除
さ
れ
て

き
た
」
と
指
摘
。
橋
下
知
事

の
高
支
持
率
の
背
景
に
は
、

「
府
政
を
自
分
の
生
活
と
結

び
付
け
て
考
え
ら
れ
な
い
住

民
が
、
テ
レ
ビ
映
り
で
知
事

を
判
断
し
た
結
果
だ
」
と
話

し
、「
対
話
や
口
コ
ミ
で
真

実
を
伝
え
、
世
論
を
変
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

「
大
阪
の
高
校
生
に
笑
顔
を

く
だ
さ
い
の
会
」
代
表
の
大

川
育
美
さ
ん
は
、
昨
年
10
月

の
橋
下
知
事
と
の
意
見
交
換

を
報
告
。「
私
た
ち
の
私
学

助
成
存
続
の
求
め
に
対
し
、

知
事
は
『
日
本
は
自
己
責
任

　

大
阪
府
の
橋
下
徹
知
事
が

就
任
し
て
１
年
、
４
医
療
費

助
成
制
度
の
一
部
負
担
金
の

値
上
げ
や
私
学
助
成
の
大
幅

削
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
橋
下
「
改
革
」
の
痛
み
が

噴
出
し
て
い
る
。
２
月
議
会

を
前
に
教
育
や
福
祉
、
文
化

な
ど
の
切
り
捨
て
を
や
め
る

よ
う
訴
え
る
集
会
「
つ
ぶ
す

な
大
阪
！
み
ん
な
集
ま
ろ
２

・
12
」
が
12
日
、
府
立
青
少

年
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
１
１
０
０
人
超
の
参

加
者
が
、「
医
療
費
助
成
削

減
で
弱
い
立
場
の
人
を
い
じ

め
る
な
」
と
声
を
上
げ
た
。

　

講
演
し
た
神
戸
大
学
の
二

宮
厚
美
教
授
は
、
橋
下
府
政

の
１
年
を
振
り
返
り
「
強
い

者
が
勝
つ
、
勝
っ
た
者
が
正

し
い
、
弱
い
者
は
強
い
者
に

従
え
、
従
わ
な
い
者
は
切

る
」
と
い
う
論
理
で
、
関
西

州
や
教
育
再
編
な
ど
を
強
行

し
て
き
た
と
強
調
し
た
。

て
、
普
通
障
害

者
か
特
別
障
害

者
か
が
判
断
さ

れ
ま
す
。
市
区

町
村
に
必
要
な

書
類
等
を
確
認
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売買物件募集中

　内装付き歯科医院を探されている先生方から多数
問い合わせがございますので売却予定がございまし
たら是非当社にお任せ下さい

売却物件募集
歯科医院の売買ならさくらハウスへ

開業場所（賃貸） 700万円
大阪市西成区
居抜物件（賃貸） 4500万円
豊中市立花町
居抜物件（賃貸） 4500万円
大阪市西区

居抜物件（賃貸） 1000万円
滋賀県大津市
居抜物件（賃貸） 600万円
兵庫県神戸市三宮駅徒歩
５分

紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
斜
線

に
沿
っ
て
刃
を
当
て
る
角
度

を
各
自
で
確
認
し
な
が
ら
実

習
し
た
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
実
習
で
福
池
氏
は
、

「
前
腕
回
転
運
動
、
手
根
関

節
運
動
、
手
指
屈
伸
運
動
と

い
う
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
操
作
方

法
の
中
で
、
ま
ず
手
指
屈
伸

運
動
が
基
本
」
と
強
調
し
、

「
こ
れ
を
修
得
す
る
こ
と
で

幅
広
い
臨
床
に
対
応
で
き
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
個
別

で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
分

か
り
や
す
か
っ
た
」「
某
所

で
一
回
数
万
円
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
が
、
そ
の
内
容

よ
り
も
充
実
し
て
い
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｑ　

所
得
税
の

確
定
申
告
に
あ

た
り
、
障
害
者

控
除
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま

す
。
母
を
扶
養

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
１
日
、
歯
科
衛
生

士
の
福
池
久
恵
氏
を
講
師

に
、「
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
、16
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
も
、
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
の
説
明

と
実
習
を
交
え
な
が
ら
、
個

別
指
導
を
基
本
に
お
い
て
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

　

大
阪
府
は
１
月
９
日
、
福

祉
４
医
療
費
助
成
制
度
の
改

悪
案
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
倉
田
薫
・
大
阪
府
市
長

会
会
長
は
「
現
行
制
度
の
継

続
を
望
ま
ざ
る
を
得
な
い
」

と
主
張
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
老
人
、
障
が

い
者
、
ひ
と
り
親
、
乳
幼
児

と
い
う
社
会
的
弱
者
に
対

し
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
最
後
の
砦

で
あ
る
。

　

昨
年
６
月
、
橋
下
知
事
は

「
府
は
破
産
状
態
だ
」と
し
て

「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」

を
作
り
、
窓
口
１
割
負
担
と

所
得
制
限
強
化
を
打
ち
出

し
、そ
れ
に
対
し
て
府
民
、医

療
関
係
者
、
府
下
市
町
村
か

ら
怒
り
の
声
が
続
出
し
た
。

９
月
議
会
で
は
、
全
会
派
一

致
で
現
行
制
度
維
持
の
意
見

書
が
採
択
さ
れ
た
。
改
悪
案

は
、
窓
口
負

担
を
現
行
５

０
０
円
か
ら

８
０
０
円

に
、
ま
た
所

得
制
限
を
強

化
す
る
内
容

で
、
弱
者
へ

の
負
担
増
に

あ
く
ま
で
も

こ
だ
わ
っ
て

お
り
到
底
承

服
で
き
る
も

の
で
は
な

い
。

　

ご
存
知
の

よ
う
に
、
医

療
現
場
は
長

年
の
医
療
費

抑
制
策
に
よ

っ
て
危
機
的

状
況
に
あ
り
、
国
保
料
の
支

払
え
な
い
滞
納
世
帯
が
激
増

し
、「
無
保
険
の
子
」
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
泉
内
閣
発
足
以
来
の
米

国
言
い
な
り
の
新
自
由
主
義

に
よ
る
「
構
造
改
革
」
が
、

極
端
な
貧
富

の
格
差
を
生

み
、
医
療
の

崩
壊
や
教
育

の
荒
廃
、
自

治
体
の
疲
弊

な
ど
、
国
民

生
活
に
耐
え

難
い
痛
み
を

与
え
て
き

た
。
昨
年
、

そ
の
市
場
原

理
主
義
経
済

の
矛
盾
が
破

た
ん
し
、
米

国
発
の
大
不

況
に
巻
き
込

ま
れ
て
い

る
。
そ
の
誤

り
は
、
今
や

世
界
的
に
明

瞭
だ
。
政
治
経
済
の
在
り
方

を
根
本
的
に
転
換
し
、
圧
倒

的
多
数
の
庶
民
の
生
活
を
第

一
に
す
べ
き
時
で
あ
る
。
今

年
の
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
で

も
、
下
妻
博
・
関
経
連
会
長

の
「
米
国
流
の
経
営
を
見
直

し
、
日
本
的
経
営
を
再
認
識

す
べ
き
」
と
の
問
題
提
起
で

始
ま
り
、「
雇
用
安
定
に
努

力
」
を
盛
り
込
ん
だ
宣
言
を

採
択
し
た
。

　

橋
下
知
事
は
こ
の
期
に
及

ん
で
も
府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転

に
固
執
し
、
彩
都
開
発
へ
の

予
算
も
計
上
し
た
。
テ
レ
ビ

人
気
で
何
で
も
や
れ
る
と
自

惚
れ
る
者
に
は
、
行
動
で
見

せ
る
し
か
手
段
は
な
い
。

　

３
月
14
日
に
は
「
守
ろ
う

い
の
ち
！
な
く
せ
貧
困
！
３

・
14
近
畿
総
決
起
集
会
」

が
、
御
堂
会
館
で
、
協
会
や

社
会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
手

で
開
か
れ
る
。
国
民
の
強
い

行
動
こ
そ
情
勢
を
変
え
る
。

皆
で
誘
い
合
わ
せ
て
参
加

し
、
府
民
生
活
を
守
る
世
論

を
巻
き
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

橋
下
大
阪
府
政

歯科臨床・学術学会部

参加者から「分かりやすい」の声

スケーリング講習会開く

橋下府政の真実伝え世論転換を

力あわせ府民の最後
の砦守ろう　　　　

２・12府民集会

「大阪つぶすな！」と1100人

憲法９条フェスタ
in OSAKA
　医科・歯科協会、協同組合と大阪民医連で作る「おおさか医科・歯科
九条の会」では、2006年の結成以来、講演会中心の活動を通じて憲法九
条を護る運動に努めてきました。今回は大阪の医薬品・医療機器業界の
有志で構成する「ＯＭ九条の会」と合同で、家族で参加いただけるイベ
ントを開催します。ぜひ、ご参加ください。

保険医協会の名を騙る

振り込め詐欺
にご注意を

　

会
員
か
ら
先
日
、「
保
険

医
協
会
の
名
を
騙
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
の
電
話
が
あ
っ

た
」
と
の
連
絡
が
協
会
事
務

局
に
寄
せ
ら
れ
た
。

　

内
容
は
「
保
険
医
協
会
で

お
世
話
に
な
っ
た
○
○
で

す
。
十
数
年
前
に『
○
○
録
』

の
契
約
を
結
ん
だ
が
、
今
日

が
そ
の
締
切
日
。
今
日
中
に

10
万
円
を
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
い
う
も
の
。
断
り

続
け
る
と
、「
５
万
円
で
も

い
い
、
３
万
円
で
も
い
い
」

「
振
り
込
ま
な
い
と
裁
判
を

起
こ
す
」
な
ど
と
脅
迫
し
て

き
た
と
い
う
。

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
オ
レ

オ
レ
・
架
空
請
求
・
融
資
保

証
金
・
還
付
金
な
ど
手
口
は

様
々
で
あ
る
。
警
察
庁
の
調

べ
で
は
、
平
成
19
年
の
認
知

件
数
は
１
万
７
９
３
０
件
、

被
害
総
額（
既
遂
の
み
）は
約

２
５
１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

身
に
覚
え
が
な
い
、
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
振
り
込
ま
な

い
こ
と
。
悪
質
な
場
合
は
、

直
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
頂
き
た

い
。

◎開催日　３月29日（日）
◎会　場　保険医会館・
　　　　　　　　　Ｍ＆Ｄホール
◎内　容
・映画上映「蟹工船」
　　午前10時～12時（１回目）
　　午後４時～６時（２回目）
・子ども向けバルーンショー
　　午後１時30分～３時30分
・うたごえ喫茶（参加費1,000円）
　　午後４時30分～６時30分

　　　　　　講師
　　　　　　　品川　正治氏（経済
　　　　　　　同友会終身幹事）

※反核平和関係パネル展示（終日）
◎主催　おおさか医科・歯科九条の会／ＯＭ九条の会／大阪民医連
　　　　九条の会共同センター

・学習会（午後１時30分～　
　　　　　３時30分）
　「戦争、人間、そして
 憲法９条」


